
2000年出上の木簡
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大
琴

大
坂

城
跡

所
在
地
　
　
　
一　
大
阪
市
中
央
区
船
越
町

一
丁
目
、
二
　
同
区
安
堂
寺

町
二
丁
目
、
三
　
同
区
法
円
坂
二
丁
目

調
査
期
間
　
　
一　

〇
Ｓ
九
九
―
四
人
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）

一
〇
月
１

一
二
月
、
二
　
〇
Ｓ
九
九
十
五
九
次
調
査
　
一

九
九
九
年

一
二
月
、
三
　
Ｎ
Ｗ
九
九
十
二
三
次
調
査
　
一
一

〇
〇
〇
年
二
月
―
四
月

発
掘
機
関
　
　
⑭
大
阪
市
文
化
財
協
会

調
査
担
当
者
　
一
・
〓
一　
黒
田
慶

一
、
二
　
辻
　
美
紀

遺
跡
の
種
類
　
近
世
城
郭
跡

・
城
下
町
跡
６
　
遺
跡
の
年
代
　
室
町
時
代

―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

大
坂
城
は
天
正

一
一
年

（
一

五
仝
一一）
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る

築
城
に
始
ま
り
、
秀
吉
晩
年
、

慶
長

三
年

（
一
五
九
ё

の

「大
坂
町
中
屋
敷
替
え
」
に
よ

っ
て
大
改
造
を
加
え
ら
れ

（こ
の
時
期
を
境
に
、
豊
臣
前
期

。
後
期
の
二
期
に
分
け

て
い
る
）、
そ
の
後
大
坂
夏
の
陣

（慶
長
二
〇
年

〈
三
全

五
》

で
ひ
と
ま
ず
鳥

有
に
帰
す
。
徳
川
幕
府
は
二
の
九
の
堀

（現
在
の
外
堀
）
外
を
市
街
地
と
し
て

開
放
し
た
の
で
、
今
回
報
告
す
る
三
地
点
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
に
は
城
下
町

内
に
位
置
す
る
。
ま
た
下
層
に
は
難
波
官

・
京
跡
、
石
山
本
願
寺
跡
な
ど
の
遺

跡
が
存
在
す
る
。

一　

〇
Ｓ
九
九
―
四
人
次
調
査

調
査
地
は
谷
町
筋
か
ら
西
に

一
四
〇
ｍ
入
っ
た
船
越
町
と
呼
ぶ
両
側
町
の
北

側
の
町
並
で
、
豊
臣
時
代
に
は
惣
構
に
位
置
す
る
と
と
も
に
、
飛
鳥
時
代
か
ら

平
安
時
代
前
期
の
遺
構
が
濃
密
に
分
布
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

木
簡
は
二
基
の
土
坑
Ｓ
Ｋ

一
〇
二

。
一
〇
三
か
ら
の
出
土
で
、
い
ず
れ
も
江

戸
時
代
前
期
の
整
地
層
上
面
か
ら
の
掘
込
み
で
あ
る
。
こ
の
二
基
は
敷
地
境
の

南
北
塀
の
西
側
、
塀
か
ら
わ
ず
か
に
Ｏ

・
四
―
○

・
八
ｍ
控
え
た
位
置
に
、
長

辺
を
塀
に
平
行
さ
せ
て
、　
一
。
人
ｍ
の
間
隔
を
あ
け
て
南
北
に
掘
ら
れ
て
お
り

（Ｓ
Ｋ
一
〇
二
が
北
側
）、
有
機
物
と
陶
磁
器
片
を
多
く
含
む
こ
と
か
ら
、
ゴ
ミ

穴
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｋ

一
〇
二
は
、
長
さ

一
・
五
ｍ
以
上
幅

一
・
Ｏ
ｍ
深
さ

一
。
一
ｍ
で
、
青

花
皿

。
伊
万
里
焼
椀
な
ど
の
陶
磁
器
、
長
さ
二
〇
伽
の
亀
甲
文
の
絵
柄
を
も
つ

羽
子
板
な
ど
と
と
も
に
、
木
簡
は
出
土
し
た
。　
一
人
世
紀
前
葉
の
土
坑
と
考
え

ら
れ
る
。

Ｓ
Ｋ

一
〇
三
は
、
長
さ

一
・
七
ｍ
幅

一
。
一
ｍ
深
さ

一
。
一
ｍ
で
、
底
部
外
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面
に

「め
し
」
と
墨
書
し
た
土
師
器
皿
と
と
も
に
、
木
簡
は
検
出
さ
れ
た
。　
一

人
世
紀
前
葉
の
土
坑
と
思
わ
れ
る
。

ズ
お
）
め
し
」
墨
書
土
器
は
、
大
坂
の
鳥
取
藩
蔵
屋
敷
跡
か
ら
、
「
お
あ
ミ

た
様
お
め
し
」
「
に
ち
に
よ
お
め
し
」
な
ど
と
書
か
れ
た
も
の
が
、
買
お
）
し

る
」
墨
書
土
器
と
と
も
に
多
量
に
出
土
し
、
仏
教
儀
式
に
使
わ
れ
廃
棄
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る

（豆
谷
浩
之

「墨
書
土
器
か
ら
垣
間
見
た
蔵
屋
敷
」
『葦
火
』
八

八
　
⑫
大
阪
市
文
化
財
協
会
　
二
〇
〇
〇
年
）。
「め
し
」
墨
書
土
器
が
仏
教
儀
式

に
伴
う
も
の
と
し
た
場
合
、
「入
講
諸
調
」
木
簡

一
②
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ

２つ
。一

一　
〇
Ｓ
九
九
十
五
九
次
調
査

調
査
地
は
、
豊
臣
氏
大
坂
城
の
惣
構
南
西
部
に
あ
た
る
。
地
形
的
に
は
上
町

台
地
の
西
側
斜
面
を
東
西
方
向
に
袂
る
谷
部
に
位
置
す
る
た
め
、
地
山
が
低
く
、

周
辺
に
は
こ
れ
ま
で
調
査
が
ほ
と
ん
ど
及
ん
で
い
な
い
。
現
地
表
か
ら
約
四

。

三
ｍ
下
で
豊
臣
前
期
の
遺
物
包
含
層
に
到
達
し
、
そ
の
下
面
で
炉
や
柱
穴
、
柵

な
ど
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
豊
臣
前
期
の
遺
物
包
含
層

（第
七
層
）
か
ら
、
青
花

。
中
国
製
白

磁

・
瀬
戸
美
濃
焼

（天
目
・
灰
釉
）
。
金
箔
押
し
瓦
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。

他
に
も
、
墨
痕
が
残
る
長
方
形
の
本
片
が

一
点
出
土
し
て
い
る
が
、
内
容
は
不

明
で
あ
る
。

〓
一　
Ｎ
Ｗ
九
九
十
二
三
次
調
査

調
査
地
は
中
央
大
通
り
と
上
町
筋
の
交
差
点
の
南
西
に
位
置
す
る
国
立
大
阪

病
院
構
内
の
北
東
部
で
、
豊
臣
氏
大
坂
城
内
で
あ
る
と
と
も
に
、
古
代
に
は
難

波
宮
西
方
官
衛
、
近
世
に
は
蔵
奉
行

・
金
奉
行
な
ど
の
屋
敷
が
あ

っ
た
場
所
で

あ
る
。

木
簡
は
、
平
面
が
長
辺
四

。
二
ｍ
短
辺

一
・
六

ｍ
の
長
方
形
で
、
深
さ

一
・

五
ｍ
の
豊
臣
前
期
の
土
抗
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
土
抗
か
ら
は
、
木
街
の
ほ
か

に
青
花
皿

・
瀬
戸
美
濃
焼
皿
な
ど
の
陶
磁
器
類
、
軒
平
瓦
、
鎧
の
小
札
な
ど
が

検
出
さ
れ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　

〇
Ｓ
九
九
―
四
人
次
調
査

Ｓ
Ｋ
一
〇
三〔似

力
〕

□
任
□
思
口

（
μ
Ｏ
卜
）
×
Ｎ
∞
×
Ｐ
　
Φ
Ｐ
Φ

疋
轄
拠
ギ
殿」

。
「
ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ

（五
大
力
手
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
Φ睫
卜更
『
Ξ

③

　

「布
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（頴
て
（こ
≦

寓
四

①
は
、
柿
経
に
似
た
断
片
で
、
下
端
部
を
欠
い
て
い
る
。
但
し
法
華
経
に
は
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こ
の
文
言
は
な
い
。

②
は
、
法
華
入
講
関
係
の
木
簡
で
あ
る
。
左
側
上
下
三
カ
所
に
釘
孔
と
思
わ

れ
る
小
孔
が
あ
る
。
「長
浜
〔酢
酔
紀
衛
門
」
は
文
献
史
料
に
多
出
す
る
長
浜
屋

又
右
衛
門

（塩
村
耕
編

『古
版
大
阪
案
内
記
集
成
』
（重
要
古
典
籍
叢
刊
第

一
巻
〉
和

泉
書
院
、
一
九
九
九
年
）
の
可
能
性
が
高
い
。
長
浜
屋
又
右
衛
門
は
延
宝
九
年

盆

六
人
一
）
に
、
越
前
嶋

（縞
）
を
扱
う
布
問
屋
と
し
て
名
が
見
え
る
。
近
江

町
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
五
年
に
か
け
て
見
ら
れ
る
町
名
で
、
『宝
暦
町
鑑
』

（宝
暦
年
間

〈
一
七
五
一
―
六
四
》

に
は

「高
麗
橋
東
詰

一
筋
南
の
丁
、
骨
屋
町

筋
よ
り
西
」
と
あ
る
か
ら
、
船
越
町
の
一
筋
北
側
の
通
り
で
、
や
や
西
方
の
現

釣
鐘
町
二
丁
目
に
あ
た
り
、
当
地
か
ら
は
至
近
距
離
で
あ
る
が
、
同

一
地
で
は

な
い
。

①
は
、
割
れ
て
バ
チ
形
を
呈
す
る
木
片
で

「布
」
と
大
書
し
て
い
る
。
看
板

の
破
片
と
考
え
ら
れ
る
。
②
①
木
簡
の
共
伴
は
、
文
献
史
料
が
長
浜
屋
又
右
衛

門
を
布
問
屋
と
伝
え
る
だ
け
に
興
味
深
い
。
江
戸
時
代
中
期
の
大
坂
城
下
町
で

の
宗
教
事
情
を
、
特
定
の
人
物
で
語
る
こ
と
の
で
き
る
、
極
め
て
貴
重
な
発
見

で
あ
る
。

一
一　
〇
Ｓ
九
九
十
五
九
次
調
査

い
　
。
「回
徽
竜
菅
石
□

（ウ
ン
）

。
「
承
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｈ
ｅ
×
遭
×
∞　
ｏ盟

い
は
、
上
端
は
ゆ
る
い
山
形
を
呈
し
、
下
に
向
か
う
に
つ
れ
徐
々
に
狭
く
な

る
が
、
下
端
は
欠
失
し
て
い
る
。
表
と
し
た
面
の
二
字
目
以
下
は
、
″
Ｆ
＝
キ
、

喝喜
＝
ラ
ク
、
蕊
卜＝
バ
イ
、
ヴ
Ｊ
＝
バ
セ
判
読
で
き
る
。
反
対
面
に
記
さ
れ
た

一
字
は
訂
Ｅ
＝
ウ
ン
と
読
め
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
種
子
が
何
を
意
味
す

る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
梵
字
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
千
手
寺
の
木
下

密
運
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

〓
一　
Ｎ
Ｗ
九
九
十
一
〓
一次
調
査

〔
こ
す
力
〕

〔Ｗ　　　「ｏ」“賄中力〕ｍ聖‐‐‐‐需則［］」　　　　　　　　　　　　　　　ＰΦ∞×］］×∞　ｏμμ

⑪
は
、
荷
札
木
簡
と
思
わ
れ
る
が
、
墨
痕
が
薄
く
判
読
困
難
で
あ
る
。
上
端

近
く
に
小
孔
を
も

つ
。
左
行

一
番
下
の
墨
書
は
花
押
の
可
能
性
が
あ
る
。

盆

・
〓
一　
黒
田
慶

一
、
二
　
辻
　
美
紀
）




